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株式会社 HealtheeOne

　モバイル端末を接続したクラウド型システム及びいわき市に設置したオペレーションセンターにおける人的作業を
複合的に活用した⑴夜間休日を中心とした往診型の一次救急支援システム、⑵遠隔（オンライン）による診療・決済
システム、及び⑶高齢者見守りシステムの研究・開発です。

医療機器等分野

 

地域医療を支える往診型一次救急支援、遠隔（オンライン）に
よる診療・決済、及び高齢者見守りシステムの開発事業

　救急医療については、「搬送の長時間化」「救
急受入容量圧迫」が全国で起きています。
　軽症の患者によるいわゆる「コンビニ受診」
や「救急車の不適切利用」などが原因です。
　いわき市では「いわき市地域医療を守り育て
る基本条例」を制定し、医療機関の適切な利用
を市民に呼びかけています。

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

　地域医療に関する課題は山積です。しかしな
がら、これまでは都市部で業務に従事しながら
も地方での仕事にもチャレンジしてみたいとい
う医療従事者の皆様に対して、当社は IT シス
テムや仕組みづくりで支援しながら全国的な普
及を促進していきたいと考えています。

研究（実用化）開発の目標

　本研究開発のポイントは、課題解決への緊急度が高い「一次救急を
支援」することにあります。地域の医療機関との機能分担をしながら、
診察・診療・治療が必要な患者に確実に到達することを目指します。
　上記ポイントを実現するために、①通話やアプリによる一次救急依
頼システム、②往診用診察記録システム、及び③オペレーションマネ
ジメントシステムを構築します。これまでの実績を活かしながら、地
域の実情に沿って一次救
急を行うための仕組みに
仕上げます。
　次年度では一次救急医
療支援継続に加え、遠隔
（オンライン）による診察・
決済や高齢者の見守りシ
ステムの開発を実施して
行きます。

実施期間：平成 29年度～平成 30年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

株式会社HealtheeOne 
代表取締役社長ＣＥＯ
（ 慶應義塾大学ＳＦＣ
研究所 所員）

小柳 正和

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージ

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

これまでに
得られた成果

　当社はDigital Health Techスタートアップとして
国内・海外への展開を見据えた商品・サービス開発
をしています。
　その一方で、浜通りの地域医療に直接的に貢献す
るための活動も行ってきました。昨年は１月に広野町
の医療を支援するために「ふるさと納税 x クラウド
ファンディング」の実施を提案して実行しました。ま
た9月には20名ほどの医学生・若手医師が東京か
らいわき市に合宿で訪れ、いわき市役所・いわき市
医師会・いわき市病院協議会の皆さんと議論する機
会実現を支援しました。
　ITや AIは完璧なものではありません。アナログも
重要です。利用する皆さんの実情を鑑みて地域医療
に貢献しながら、福島県浜通り地域の医療及び IT産
業の振興に努めて行きます。

　平成 29 年度に予定していた福島県
浜通り地域にて一次救急を支援するため
のシステム開発を完了しました。

　2020 年には、本事業でソフト
ウェアエンジニア、インフラエンジ
ニアおよびオペレーションセンター
職員として 100 名超の雇用を創出
ながら、本事業を活用して 10名を
超える非常勤の一次救急医師の確保
につなげます。

平成29年度開始

2017年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト




